
今和 3年度 第 |ロ

境港市国民健康保険運営協議会

今和 3年 10月 21日 (木)

午後 1時 30分 ～

境港市役所 第一会議室

時
　
　
所

日
　
　
場



日   程

|。 開  会

2.市民生活部長あいさつ

3.委員出席状況報告

4.会長及び副会長 (職務代理者)の選 出

5。 議事録署名委員の選任

6.報告事項

(|)今和 2年度境港市国民健康保険費特別会計決算について (2～ 5頁 )

(2)今和 2年度境港市国民健康保険の状況について (6～ 8頁 )

(3)特定健康診査・特定保健指導の実施状況等について (9～ 10頁 )

(4)データヘルス計画の今和 2年度の取組状況について (||～ 13頁 )

(5)今和 3年度国民健康保険税の賦課状況について (14頁 )

7。 そ の 他

8.閉  会



境港市国民健康保険運営協議会委員
今和3年6月 1日 現在

区分 役職 氏名 任 期 就任年月日

被 保 険 者 代 表

松本 憲昭 RI.6.| ～ R4.5。 31 H17.6。 |

柏木 香寿子 RI。 6。 | ～ R4.5。 31 H20。 6。 |

早川 明美 RI.6。 | ～ R4.5。 31 H29。 6.|

酒井 伊津子 RI.6.| ～ R4.5。 31 RI。 6。 |

は

表

又

代

医

師

険

剤

保

薬

保

保

国

国

増谷 美喜子 R3.6。 | ～ R6.5.31 R3.6。 |

木村 清 R3.6.| ～ R6.5。 31 H25。 10。 7

松野 充孝 RI.6.| ～ R4.5。 31 H21。 6.|

遠藤 秀え RI.6。 | ～ R4.5。 31 H27.6。 |

公 益 代 表

門脇 重仁 RI.6。 | ～ R4.5.31 H25。 6.|

柏木 咲子 R3.6。 | ～ R6.5。 31 H24.6.:

渡邊 はるみ RI。 6.l ～ R4.5.31 H21.6.|

畑野 成至 R3.6。 | ～ R6.5。 31 R3.6。 |

被 用 者 保 険 代 表
森田 徹 R2.6。 | ～ R4.5。 31 R2.6。 |

船橋 正則 R2.||。 | ～ R4.5。 3・ | R2.||.|
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今和 2年度 特定健康診査 0特定保健指導実施状況について

|.特定健康診査について

① 健診期間  今和2年8月 1日 ～今和3年2月 28日

② 実施機関及び委託料

○市内医療機関            済生会病院   6,903円
上記以外    8,380円

○保健相談センター(検診車)      保健事業団   6,480円
※年間で休日3回、平日3回 実施

○貧血検査を全員に実施        医療機関     240円
保健事業団    248円

③ 個人負担金    500円 (40オ 無料)

④ 受診状況

対象者 受診者 受診率

平成28年度 5,440人 ,201人 22.10/0

平成29年度 5,274人 ,229人 23.3%
平成30年度 5,521人 ,354人 24.5%
今和元年度 4,822人 ,239人 25。 7%
今和2年度 5,171人 ,195人 23.10/0 (法定報告速報値)

2.特定保健指導について

① 実施期間
今和2年8月 ～今和2年 10月 (今和元年8月 ～今和2年 1月 健診受診者の評価)

今和元年10月 ～(今和2年8月 ～今和3年2月 健診受診者の初回面談)

② 実施機関        直 営

③個人負担金        な し

④ 実施状況
対象者 受講者 実施率

平成28年度 24人 16人 12.9%
平成29年度 27人 16人 12.6%
平成30年度 34人 13人 9。 7%
今和元年度 33人 10人 7.5%
今和2年度 02人 32人 31。 3%

＞
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今和3年度 特 定健康診査・特 定保健指導実施状況 について

|.特定健康診査について

① 健診期間        今和3年8月 1日 ～今和4年 1月 31日

② 実施機関及び委託料
○市内医療機関            済生会病院   6,903円

上記以タト     8,380円
○保健相談センター(検診車)      保健事業団   6,480円
※年間で休日3回、平日5回 実施

○貧血検査を全員に実施        医療機関     240円
保健事業団    248円

③ 個人負担金    500円 (40オ無料)

2.特定保健指導について

① 実施期間
今和3年4月 ～今和3年6月

(今和2年8月 ～今和3年 1月 特定保健指導初回面談者の評価)

今和2年 10月 ～

(今和3年8月 ～今和4年 1月 健診受診者の初回面談)

② 実施機関        直 営

③個人負担金        な し
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データヘルス計画の今和2年度の取組状況について

【第2期データヘルス計画における取り組むべき健康課題】

① 特定健診及び特定保健指導に基づく生活習慣病予防

② 生活習慣病の重症化予防(糖尿病性腎症重症化予防)

③ 後発医薬品(ジエネリツク医薬品)普及率の向上

④ 医療費の適正化    ‐

⑤ 地域包括ケアに係る取り組み       __ _Ⅲ …

◎ 特定健診・特定保健指導受診率向上対策事業 (課題①)

【目  的】

特定健診受診率 。特定保健指導実施率を向上させるとともに、生活習慣病の発

症 。重症化予防の取り組みを一層促進し、医療費のIIE正化を図る。    ・

【対 象 者】

被保険者(40～ 74歳 )

【内  容】
。年齢ごとの受診勧奨

40歳への受診勧奨 48人(訪問 :35人、電話・ホ
゜
ステイング :13人)→ 8人が受診

41歳への受診勧奨 42人(電話 :33人、ホ
゜
ステイング :9人)→ 2人が受診

65歳への受診勧奨 139人 (訪問 :14人、電話 :38人、郵送 :87人
)

→14人が受診
。みなし健診の実施 (R3.2～ 3月 )

対象者 :特定健診未受診者のうち定期的に市内医療機関を受診している者

実施結果 :対象者483人中37人受診 (受診率0.7P)
。窓口や各種通知郵送時にパンフレットを配布

【実施期間】

通 年 (特定健診 :8月 ～翌年 1月 、特定保健指導 :10月 ～翌年 7月 )

【実  績】
R2ま旨標 R2実績 達成 備考

特定健診受診率 45% 23.10/o × R1 25。 7%、  ;黒 32.2%

特定保健指導実施率 40% 31.3% × R1 7.5%、  県 14.9%

メタホ
゛
りヽックシンドローム該当者の割合

メタホ
゛
リックシンドローム予備群の割合

減少

減少

20.8%
9.2%

×

○

RI 18。 9%、 県 19.5%
RI 10。 4%、  県 10。9%

一
卜

一

１



【評  価】

健診受診率向上については、平成 29年度より健診スター ト年齢である40歳に対
し、全戸訪間による受診勧奨を行っており、40歳の健診無料化 と相 まって受診率は

徐々に上昇 してきているが、今和 2年度はコロナ禍での健診受け入れ体制や受診控
え等により受診率は減少 した。

今和 2年度より新たに 65歳 (特 に医療機関未受診者)の人に対 しても訪間や電

話等による勧奨を始めている。受診率向上は長年かつ喫緊の課題であり、受診勧奨
について一層の工夫が必要である。

特定保健指導については、今和 2年度は来庁相談にカロえ、訪間による相談も実施
したことにより、日標には届かないものの実施率は大幅に上昇 した。今後も対象者
にあわせた柔軟かつ効果的な保健指導を行 うことが必要である。

【今和 3年度の新たな取 り組み】

特定健診未受診者へ、行動変容を促すタイプ別受診勧奨通知 (は がき)を 9月 と

12月 に送付

◎ 糖尿病性腎症重症化予防事業 (課題②)

【目  的】

糖尿病治療中の人及び特定健診で糖尿病による腎臓機能の低下が危惧される人に

対し、面談や訪間を通して適切な医療の継続や生活習慣の改善を図り、重症化を予
防する。

【対 象 者】

糖尿病治療中の人及び特定健診で、糖尿病による腎臓機能の低下が危惧される人

【内  容】

健診の結果において、糖尿病による腎臓機能の低下が危惧される人 (医療や再検
査が始要な人に)や治療中断者に、通知とともに受診勧奨 (訪 問・面談)を 実施。

【実  績】

今和 2年度

受診勧奨実施率 (数) 91%(129人/142人 )

勧奨後、医療機関受診率 86%
※今和 2年度か ら実績集計をしているため、今年度の評価指標はない。

【評  価】

精密検査や医療が必要な人が適切に受診するよう、また、治療中断者が必要な医
療を受けるよう、訪問や電話等での支援の強化が必要である。
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◎ 後発医薬品 (ジェネリック医薬品)普及率向上事業 (課題③)

【目  的】

医薬品利用実態を確認してもらうことで迫切な後発医薬品の利用を促す。

【対 象 者】

薬価差額が300円 以上ある人の上位約700人程度

【実施方法】

郵送で差額を通知 (年 3回 )

【実  績】

指標 R3.1 月扶ヨ責 達成 備考

普及率 (数量ベース) 80% 85。2% ○ R182.0%

【評  価】

普及率は順調に伸びており、今和元年度には目標の80%を 達成した。啓発や差額
通知による効果であると考えているが、さらに利用率が向上するよう、機会をとら
えての啓発や通知など、効果的に実施していく必要がある。

◎重複・頻回受診訪問指導事業 (課題④)

【目  的】

重複・頻回受診をしている被保険者の受診状況を確認し、適正な受診を勧める。

【対 象 者】
レセプ ト情報をもとに、同じ疾病で複数の医療機関を受診している、又は 1医療

機関に多数日受診している状態が3ヶ 月以上継続している人

【内容及び実施期間】

保健師等による訪間 、窓口等での面談又は電話 (通年)

【実  績】

【評  価】

毎年度対象者を抽出し、訪問や面談により保健指導を実施 しており、今後も適正

受診のためには、機会を捉えての啓発やの保健指導の継続が必要である。
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保健指導実施率 (数) 100% 1000/0(4メo ○



令和3年度 国民健康保険税の賦課状況について

1 賦課総額                           (単 位 :円 )

3 1人当たり賦課額 (単位 :円)

医療分 後期支援分 介護分 合計

令和2年度 413,975,700 125,271,000 44,138,800 583,385,500

令和3年度 406,684,000 123,172,300 43,654,200 573,510,500

前年比 98.2% υ
幻

つ
０

０
０

０
フ 98.9% 98.3%

2 賦課対象人数         (単 位 :人)

医療・支援分 介護分

令和2年度 6,580 1,984

令和3年度 6,196 1,810

前年比 94.2% 91.2%

医療分 後期支援分 介護分 全体

令和2年度 62,914 19,038 22,247 88,660

令和3年度 65,637 19,879 24,118 92,561

前年比 104.3% 104.4% 108.4% 104.4%

4 所得割・均等割 。平等割の状況

所得割対象額 所得割総額

令和2年度 3,064,318,080 382,168,161

令和3年度

前年比

3,068,445,308 383,088,282

100.1% 100.2%

均等割額 均等割軽減額 平等割額 平等割軽減額

令和2年度 237,763,600 82,155,620 170,830,000 63,535,200

令和3年度 232,718,106 77,085,319 167,442,563 59,778,829

前年比 97.9% 93.8% 98.0% 94.1%

※年度中途の資格取得、喪失による月割りを行う前の額。

税率

所得割 資産割 均等害」 平等割
令和元年度 14.05% な し 42,700円 44,000F]

令和2年度 14.05% な し 42,700円 44,000F]

令和3年度 14.05% な し 42,700円 44,000F]
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